
認定NPO法人アカツキ

〒 812-0013 福岡市博多区博多駅東 1 丁目 4-1 中良ビル 505 号室

E-mal : info@aka-tsuki.org  Web : https://aka-tsuki.org/

広告

年刊アカツキ年刊アカツキ

２０２３２０２３

認定NPO法人アカツキ 2023年度年次報告書

・特集 「ヨソはどうやってるの？！」
・コラム 「ビジネスと NPO」
・地域貢献活動スタディツアー
・支援者の声 「私のおススメ映画」

「
共
に
知
り
な
お
す
、

「
共
に
知
り
な
お
す
、

改
め
て
言
葉
に
す
る
」

改
め
て
言
葉
に
す
る
」

この足元から、変わっていく

大口寄付を受け付けています
立ち止まり対話するための助成金 「AKBN （アケボノ） ファンド」 は、 大きな企業の資本

や国の予算が財源に入っているようなものではありません。 多くの一般市民個人、 アカツキ

の会員と支援者からのご寄付をもとに成り立っています。

これまでに、 「10 万円～ 30 万円」 ほどの大口の寄付を 「8 件」 頂戴することができ、

それによって、 助成採択数を 「1 団体」 から 「4 団体」 までに拡大することができました。

この規模の継続のためには、 引き続きのご支援が必要です。 10 万円以上の大口寄付、

または知り合いの企業経営者へのご紹介など、 ご検討頂けます場合は、 ぜひ一度、 アカツ

キ事務局までご相談くださいませ。 宜しくお願い致します。

＊同じような助成プログラムを、自分達の地域でも始めてみたいという団体や機関には、私たちの知見を全て無償

でお渡し致しますので、こちらもご相談ください。



ア
カ
ツ
キ
の
メ
イ
ン
の
活
動
に
、
Ｎ
Ｐ
О
を
対

象
と
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
度
の
年
次
報
告
書
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
「
助

言
」
や

「
指
導
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
と
違
い
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
主
体
と

し
、
そ
の
話
を

“
聞
く
”
こ
と
を
主
軸
に
据
え
て

い
ま
す
。
質
問
を
重
ね
な
が
ら
、
積
極
的
に
整

理
し
て
い
く
、
「
『
尋
ね
る
→
受
け
と
め
る
→
反

応
す
る
』
を
根
気
よ
く
繰
り
返
す
」
こ
と
だ
と

紹
介
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
福
岡
県

（
コ
ラ
ボ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
福
岡
）
の
Ｎ
Ｐ
О
相
談
対
応
業
務
を
受

託
し
、
相
談
対
応
が
増
え
て
き
た
中
で
、
行
う

こ
と
は
基
本
的
に
同
じ
で
す
が
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
と
は
違
う
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

大
き
な
原
因
と
し
て
は

「
時
間
」
で
す
。
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
短
く
て
も
半
年
、
長
い
場
合

は
数
年
に
わ
た
っ
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
ご
一
緒
し

ま
す
が
、
相
談
対
応
は
長
く
て
も
１
時
間
半
。

そ
の
中
で
な
に
か
し
ら
の

「
答
え
」
を
求
め
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
相
談
者
が
語
る
内
容
が
、
本

当
に
解
決
す
べ
き
内
容
で
は
な
い
こ
と
が
多
々

あ
る
中
で
、
応
え
る
べ
き
主
訴
は
何
な
の
か
？

そ
れ
は
結
局

「
聞
く
」
こ
と
で
し
か
明
ら
か
に

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
聞
く
こ
と
に
重
点
を

置
き
す
ぎ
る
と
、
相
談
者
に
と
っ
て
満
足
で
き

な
い
時
間
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
は

い
っ
て
も
、
団
体
の
状
況
を
踏
ま
え
な
い
一
方

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
は
、
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
。
毎
回
、
悩
み
な
が
ら
、
少
し
で
も
相

談
し
て
よ
か
っ
た
な
、
考
え
る
材
料
に
な
っ
た
な

と
思
っ
て
も
ら
え
る
場
を
め
ざ
し
、
『
尋
ね
る
→

受
け
と
め
る
→
反
応
す
る
』
の
割
合
を
変
え
つ

つ
、
「
反
応
す
る
」
を
少
し
多
め
に
悪
戦
苦
闘
し

て
い
る
日
々
で
す
。

（
ア
カ
ツ
キ
職
員　

白
神
加
奈
子
）

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
相
談
業
務

年
度
末
の
ア
カ
ツ
キ
職
員
合
宿
で
は
、

お
互
い
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
た
二
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

特
に
二
日
目
に
実
施
し
た
、
相
互
理

解
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
「
改
め
ま
し

て
私
で
す
シ
ー
ト
」
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
い
、
「
わ
た
し
の

中
身
」
「
活
動
・
仕
事
の
わ
た
し
」
「
わ

た
し
の
ト
リ
セ
ツ
」
と
い
う
3
つ
の
テ
ー

マ
を
切
り
口
に
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
の
お
題
は
、
自
分
が
意
外
だ

と
言
わ
れ
る
こ
と
、
今
だ
か
ら
言
え
る

過
去
、
得
意
な
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
な

ど
、
個
人
の
内
面
に
重
点
が
置
か
れ
て

２
０
２
３
年
度
か
ら
ア
カ
ツ
キ
の
職
員
は
５

名
に
な
り
、
そ
の
う
ち
２
名
は
福
岡
県
外
在

住
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
役
員
は
、
監
事

２
名
、
理
事
６
名
の
計
８
名
。
30
～
50
代
と

幅
広
い
年
齢
層
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
タ
ー

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

理
事
の
半
分
が
職
員
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
、
ア
カ
ツ
キ
は
話
し
合
い
に
重
点

を
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

何
か
と
オ
ン
ラ
イ
ン
が
増
え
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、
対
面
で
の
話
し
合
い
の
場
を
意
識
的
に

と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
業
務
的
に
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
さ
ほ
ど
不
具
合
を
感
じ
る

こ
と
も
な
く
、
な
ん
だ
っ
た
ら
移
動
時
間
が

な
く
て
楽
だ
な
と
思
う
こ
と
は
多
々
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
お
互
い
の
理
解
や
ア
カ
ツ
キ
と

し
て
の
考
え
方
を
共
有
し
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
い
く
、
そ
の
た
め
の
時
間
を
疎
か
に
す
る
と
、

き
っ
と
悪
影
響
が
で
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

毎
月
行
っ
て
い
る
理
事
会
も
、
年
に
１
度

日
帰
り
合
宿
を
行
い
ま
す
。
中
長
期
計
画
を

検
討
し
た
合
宿
で
は
、
半
日
か
け
て
、
や
っ

と
一
文
が
で
き
あ
が
っ
た
と
い
う
、
タ
イ
パ
が

悪
い
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
場
で
す
が
、
こ
う
し

て
し
っ
か
り
話
し
合
っ
て
積
み
上
げ
た
も
の

は
、
し
な
や
か
で
頑
丈
な
も
の
に
な
っ
て
い
く

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
は
、
全
員
が
対
面
で
集
ま
る

「
共
有

会
」
を
毎
月
１
回
、
合
宿
を
年
１
回
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
に

関
す
る
勉
強
会
も
新
し
い
職
員
を
中
心
に
有

志
で
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
そ
の
も
の
の
話
で

な
く
、
活
動
の
ベ
ー
ス
と
な
る
想
い
や
考
え

方
を
皆
で
共
有
し
確
認
し
続
け
て
い
ま
す
。

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
か
ら
質
問
を

経
て
、
考
え
方
や
背
景
の
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
し
た
。
特
に
、
か
け
ら
れ
て

嬉
し
い
言
葉
、
逆
に
イ
ラ
ッ
と
す
る
ワ
ー

ド
、
疲
れ
て
い
る
時
の
サ
イ
ン
と
対
応

方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
で
心
が
け
る
こ
と

の
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
も
見
え
、

今
後
の
仕
事
に
向
け
て
良
い
時
間
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
ど
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド

を
挙
げ
た
の
か
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
職

員
に
会
っ
た
際
に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

（
ア
カ
ツ
キ
職
員　

日
隈 

諒
）

【
概
論
】
お
金
以
外
の
動
機
を
設
計
す
る

企
業
に
対
し
て
、
N
P
О
の
特
徴
は

「利
益
を

仲
間
内
で
分
配
し
な
い
」
「
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
」
「
積
極
的
に
誰
か
に
頼
る
こ
と
」
等

の
説
明
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
〝
手
段
″
の

範
囲
を
超
え
ま
せ
ん
。
で
は
、
果
た
し
て
そ
の〝
目

的
″
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

N
P
O
法
の
背
景
や
理
念
を
学
び
、
現
場

N
P
O
の
活
動
に
接
し
て
き
て
辿
り
着
い
た
の

は
、
「
お
金
以
外
の
様
々
な
動
機
を
設
計
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
し
ば

し
ば
、
お
金
が
得
ら
れ
〝
な
く
て
も
″
や
る
こ

と
と
表
現
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
言
葉
に
は
、
や

む
を
得
ず
、
つ
ま
り
、
本
当
は
お
金
を
得
ら
れ

た
方
が
良
い
け
れ
ど
…
と
い
う
よ
う
な
、
消
極

的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
人
は
、
お
金
以
外
に
も
、
仲
間
・
つ

な
が
り
・
居
場
所
・
学
び
・
成
長
・
出
会
い
・

他
者
か
ら
の
感
謝
等
、
様
々
な
欲
求
を
持
っ
て

い
ま
す
。
N
P
O
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
下
位
互
換
に

置
く
の
で
は
な
く
、
福
祉
や
人
権
な
ど
、
成
果

を
数
値
や
お
金
に
換
算
す
べ
き
で
は
な
い
領
域

に
、
人
々
の
動
機
…
つ
ま
り
参
加
で
得
ら
れ
る

利
益
を
設
計
す
る
、
そ
の
こ
と
が
N
P
O
の
役

割
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
ア
カ
ツ
キ
理
事
・
職
員　

永
田
賢
介
）

【
実
感
】「
も
っ
と
上
へ
」
を
疑
う

元
会
社
員
／
現
N
P
O
理
事
・
職
員
の
目
線

か
ら
見
た
企
業
と
N
P
O
の
違
い
は
、
後
者
で

は

「〝
も
っ
と
上
へ
″
を
疑
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

企
業
で
は
、
業
績
や
個
人
の
能
力
開
発
な
ど

に
お
い
て
、
常
に
今
よ
り
上
を
目
指
す
こ
と
が

不
文
律
で
す
。
会
社
員
時
代
、
現
状
の
職
位
に

満
足
し
て
い
て
も
、
目
標
シ
ー
ト
に
「現
状
維
持
」

と
い
う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん

「
上
へ
上
へ
」
と
い
う
営
み
が
、
結
果
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
・
技
術
の
改
善
や
、
個
人
の
成
長

等
を
実
現
し
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
実
感

を
持
っ
て
理
解
し
て
い
ま
す
。

他
方
で
、
ア
カ
ツ
キ
の
事
業
計
画
を
検
討
し

た
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
り
す

る
中
で
、 

「
も
っ
と
上
へ
」
は
、
誰
の
た
め
・
何

の
た
め
な
の
か
を
確
認
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
活

動
の
意
義
を
見
失
っ
た
り
、
「
上
」
を
目
指
す
過

程
で
別
の
問
題
を
生
む
リ
ス
ク
を
孕
ん
で
い
る
と

も
感
じ
て
い
ま
す
。

N
P
O
に
は
、
売
上
や
利
益
と
い
っ
た
定
量

的
に
判
断
し
や
す
い
価
値
基
準
が
な
い
か
ら
こ

そ
、
自
分
た
ち
の
言
葉
や
対
話
を
尽
く
し
て
、
「あ

り
た
い
方
向
」
へ
の
舵
取
り
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
ア
カ
ツ
キ
理
事
・
職
員　

鳥
居
亜
佑
美
）

ビ
ジ
ネ
ス
と
Ｎ
Ｐ
О

〈
役
員
・
職
員
〉
意
識
的
に
対
面
で

「改めまして私です」
相互理解ワークショップ

アカツキの

考え方

理事

知名監事
（右）

牧園監事
（左）

職員

▲

▲

▲
▲
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団体を受入してどうだった！？

認定NPO法人 日本セラピューティック・ケア協会　　　　　　　　　　　

ヨ

ソどう?に参加してどうだった！？ 11月1日（水）14：00～16：30　定員：30名

11～12月

2024年1～3月

本事業の
コーディネーター

本事業の
アドバイザー

認定NPO法人アカツキ

依頼団体の中に入り、ファンドレイジ

ング・法人事務・内部コミュニケー

ション等について、分析から施策設

計、実施までを一緒に行う、伴走型の

コンサルティングをメインに行う。

2018年度より、「立ち止まり対話す

るための助成金・AKBNファンド」の

プログラムによる助成支援も開始。

柴田 亮 氏

上村 一隆 氏

志賀 壮史 氏

服部 美江子 氏

個別実践サポ
ート

視察と報告会

もちより経験
共有会

団体として参加

新メンバー、
どうやって募集

する？

テーマ

B
？？
寄付集めって何

から

始めればいい？

テーマ

C
メンバーへの
連絡、何を使う？

テーマ

A

共有会でおしゃべりするうちに、「ヨソはどうやってるの？」と、もっと気

になってきたら、希望する団体を視察できます。団体名、もしくは、こんな

団体ありますか？というお声をもとに、視察先のマッチングと先方団体へ

のアポイントを、アカツキと福岡市が協力します。交通費の補助や、先方

への謝金、視察参加団体の報告会も準備しています。

共有会や視察で真似したい工夫が見つかった

ら、実践につながるサポートをします。アカツキ

と福岡市が、対面／オンラインの伴走支援で、情

報提供・ツール紹介・資料共有・調査・企画設計

等、最大５回まで対応します。

現場で起こるアレコレ、「ヨソはどうやってるの？」「ウチはこうやってるよ！」

などなど… 他団体と集まって、おしゃべりからヒントを探し合いませんか。

相談する側、アドバイスする側に分かれるのではなく、フラットに学び合いましょう。自分ではつまらない話と

思っていても、「ヨソ」から見たら大きな財産やヒント、アイデアが満載かもしれません。また聞いたことを必ず

その通りにする必要はありませんので、あくまでも参考に。

団体へのニーズ調査で回答の多かったテーマを準備しています。

info@aka-tsuki.org(担当・永田)
右記QRコードまたはメールにて

法人名・氏名・メールアドレスをお送りくださいお申し込み・お問い合わせ

会場：福岡市NPO・ボランティア交流センター・あすみん

（福岡市中央区今泉1-19-22 天神クラス 4階）

ボランティアへ
の

上手な接し方は
？

テーマ

D

当日参加者
からの提案

テーマ

E

NPO法人グリーンシティ福岡 理事

博士(芸術工学)

認定NPO法人箱崎自由

学舎ESPERANZA 副代表

福岡県教育相談ネットワーク会議 委員

NPO法人青少年の

自立を支える福岡の会 理事長・職員

社会福祉士

上田 あい子 氏

NPO法人ウィッグリング

・ジャパン 代表理事

P&Cプランニング株式

会社 代表取締役

認定NPO法人障がい者

より良い暮らしネット 理事長

福岡県肢体不自由児者

福祉連合会 副会長

※アドバイザーはもちより経験共有会や視察と報告会への同席や、視察先の候補となって頂くこと、企画全体への助言等を担って頂きます。

希望者

もっと知りた
い

と思ったあな
たは！

希望団体

真似したい

工夫が見つか
った

団体は…

NPO運営の現場で起こるアレコレ、どう向き合って対応していますか。
こんな時、ヨソはどうやってるんだろう？と気になることも…。
たった１つの正解ではなく、色んな工夫や悩みを他のNPOとも語り合いたい
そんな希望にお応えできる企画をご準備しました。

主催：福岡市　企画・運営：認定NPO法人アカツキ　事業名：アウトリーチ・ハンズオンによるNPO支援業務

まずは11月1日（水）のイベントへ！
対象：福岡市内のNPO法人理事・スタッフ等　参加費：無料

運営の工夫やヒントが見つかる。
また、あなたの団体の取り組みが
他の誰かの役に立つことがあります！

スケジュール通りに
活動が進まない！

メンバーが
減ってきた

NPO法人運営のアレコレを
他団体と語り合ってみる

連絡ツール
何を使ってる？

左記QRコードまたはメールにて 
法人名・氏名・メールアドレスを
お送りください

申し込み締切：10月30日（月）info@aka-tsuki.org(担当・永田)

お申し込み・お問い合わせ

NPOマッチングのチェックリスト

NPO同⼠を繋いで、運営の悩みや⼯夫を共有し合ってもらう時、ニーズやテ
ーマはもとより、組織体制の類似性が重要になってきます。事業報告書や決算
書、団体のホームページ等から、以下の観点で照らし合わせてみてください。

□ 財源構成は近いか？
団体の運営スタイルは、財源によって⼤きく影響されます。
⾃主事業による売上・寄付会費・委託事業など、メインになっている
収⼊源によって、事務やマネジメントで重視する事項が変わります。

□ 運営体制は近いか？
仕事として給与を受け取って働いているのか、ボランティアで活動
しているのか。どちらが良いとか優れているわけではありませんが、
それによって、考え⽅や持っているノウハウが⼤きく変わります。

□ 活動年数は近いか？
団体が設⽴、活動開始からどれくらい経っているのか、それによって
組織のフェーズが変わり、悩み事やその解決策も変遷していきます。
事業の変更や追加、理事・職員の⼊れ替わりの有無も影響します。

□ メンバーの属性は近いか？
年代や性別などといった属性によって、考え⽅や価値観に⼤きな
差があります。また、代表など中⼼メンバーの性格やその職業、
キャラクターによっても、通じ合う話が変わってきます。

□ 拠点の地域性は近いか？
団体が事務所を置いている、また活動のフィールドにしている場所の
地域が、都市部であるか、住宅地か、中⼭間地域かによっても、
関係者や活動のスタイル、それによる悩みも変わってきます。

また⼀⽅で、活動分野や課題解決のアプローチが異なる団体と話すことが、新鮮
な視点や気づきにつながることも多くあります。⾃由で多様な活動と、共通して
必要な組織運営の⼯夫、それぞれのバランスを考えて調整してみましょう。

 

 

NPO 相談対応の⼼得 
 

ああ 相⼿の⾔葉と気持ちを⼤切にする 
相談者の気になることや、お悩みに、必ずしも正解があるわけでは 
ありません。だからこそ対応者は、すぐ解決に向かうのではなく、 
まずはその気持ちを想像し、受け⽌めることを重視してください。 

  

いい ⼀緒に答えを探す 
多くの場合、課題解決の答えを⾒つける主体は、相談者⾃⾝です。 
対応者は、「いつ・誰が・どうやって」など、様々な⾓度からの 
質問をして、相談者の課題をときほぐしましょう 
 

うう 上から⽬線にならない 
⾃信を失った状態で相談に来られる⽅もいらっしゃいます。 
指導的な振る舞いではなく、⾃⾝の経験や苦労話も開⽰する 
ことで、対等性や安⼼感を⽣むような⼼がけが重要です。 

 

ええ 影響⼒を意識する 

対応者が発する⾔葉や表情は、思いの外強く相⼿に残ります。 
「こうしましょう」という提案は少しだけ我慢して、 
「どうしたいですか？」と、相談者に聞いてみましょう。 

 

おお 思い込みには気をつける 
相談者の活動の背景は深く、組織の全体像は広いもの。 
対応者が⽿にした範囲で、完全には理解できません。 
わからないからこそ、謙虚に関⼼を寄せてください。 

もちより経
験共有会

お宅訪問

NPO法人地域ぐるみの子育てをすすめる
ひだまりの会

代表理事 菅 祐子さん（写真中央）

長
く
続
け
て
い
た
任
意
団
体
を
Ｎ
Ｐ
О
法
人

に
し
た
頃
に
、
こ
の
福
岡
市
の
事
業
を
き
っ
か
け

に
ア
カ
ツ
キ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
本
来
は
お
金

を
払
っ
て
依
頼
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
、

事
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
か
っ
た
で
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
、
手

探
り
の
毎
日
の
中
で
、
は
じ
め
に
『
青
少
年
の
自

立
を
支
え
る
福
岡
の
会
』
の
代
表
・
柴
田
亮
さ
ん

に
繋
い
で
も
ら
い
お
話
し
す
る
中
で
「
ち
ゃ
ん
と

や
れ
て
ま
す
よ
ね
！
」
と
い
う
声
を
頂
き
、
自
分

た
ち
は
こ
れ
で
良
か
っ
た
ん
だ
と
安
心
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個
別
訪
問
で
、
私
た
ち

の
活
動
場
所
に
来
て
い
た
だ
い
た
時
、
建
物
内
の

ル
ー
ト
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
声
を
永
田
さ

ん
か
ら
も
ら
っ
て
、
「
立
場
が
違
う
人
が
関
わ
る

こ
と
で
、
初
め
て
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
ん
だ
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
サ
イ
ン
を
改
善

し
、
わ
か
り
や
す
く
し
ま
し
た
。

自
分
達
が
本
当
に
困
っ
て
い
る
こ
と
、
組
織
の

課
題
が
「
委
託
事
業
の
仕
様
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

難
し
さ
が
あ
り
、
現
場
の
煩
雑
さ
に
関
係
し
て
い

る
」
こ
と
だ
と
、
明
確
に
な
っ
て
き
た
の
も
こ
の

頃
、
２
～
３
回
お
会
い
し
た
後
で
し
た
。
そ
こ
で
、

今
度
は
、
同
じ
事
業
を
他
の
地
域
で
受
託
し
て
い

る
『
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
』
を
訪
問
す
る
機
会
を
つ

く
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
活
動
の
現
場
は
も
ち
ろ
ん

大
事
で
す
が
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う
配
分
す

る
か
、
行
政
に
一
緒
に
考
え
て
欲
し
い
時
に
ど
う

す
る
か
な
ど
、
活
動
の
ベ
ー
ス
と
な
る
法
人
の
管

理
部
門
を
担
当
す
る
方
に
お
話
を
聞
け
た
こ
と

は
、
非
常
に
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

他
に
も
古
賀
市
で
子
育
て
支
援
を
お
こ
な
う
、

『
子
ど
も
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
っ
子
』
に
も
伺

い
、
勇
気
と
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
、
少
人
数
で
視
察
に
行
っ
て
も
伝
わ
ら
な
い
、

団
体
の
複
数
の
目
で
同
じ
も
の
を
見
る
こ
と
が
重

要
と
感
じ
、
昨
年
か
ら
は
年
に
１
回
、
何
と
か
予

算
を
確
保
し
、
全
員
で
学
び
に
行
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
「
私
達
と
は
違
う
か
ら
」
で
終
わ
ら
せ
ず

に
、
何
か
一
つ
で
も
引
き
出
し
た
い
！
持
ち
帰
る

ん
だ
！
と
い
う
意
気
込
み
で
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

ヨ
ソ
ど
う
？
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
通
じ
て
、

何
か
を
パ
ッ
と
解
決
し
て
も
ら
え
る
わ
け
じ
ゃ
な

く
、
他
に
も
頑
張
っ
て
い
る
同
志
が
い
る
、
自
分

達
に
も
ま
だ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
、
励
ま
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ジ
タ
バ
タ

し
て
い
る
と
何
と
か
な
る
、
少
し
ず
つ
良
く
な
っ

て
い
く
と
い
う
の
が
、
今
の
実
感
で
す
（笑
）。

２
０
２
３
年
12
月
８
日

（
金
）、
『
Ａ
Ｉ
Ｐ
』

事
務
局
長
の
長
嶺
千
和
さ
ん
、
福
岡
市
職
員
の

方
、
ア
カ
ツ
キ
の
鳥
居
さ
ん
の
３
名
が
本
部
事

務
所
に
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。
当
協
会
か
ら

は
秋
吉
名
誉
理
事
長
・
水
上
副
理
事
長
・
事
務

局
職
員
、
そ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
武
藤
理
事
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

当
協
会
は
２
０
１
４
年
に
福
岡
県
の
認
定
Ｎ

Ｐ
О
法
人
を
取
得
し
、
２
０
１
９
年
に
更
新
、

今
年
度
は
三
期
目
の
更
新
に
入
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
ご
訪
問
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
О
法
人
取
得
を
検

討
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
Ｐ
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ

る
も
の
で
、
書
類
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
し
か
た
や
、

寄
附

（
３
千
円
以
上
を
毎
年
１
０
０
口
以
上
）

を
ど
う
や
っ
て
集
め
て
い
る
か
な
ど
、
認
定
取
得

の
際
に
必
要
と
な
る
業
務
に
つ
い
て
、
当
協
会
で

行
っ
て
い
る
工
夫
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
非
営
利
団
体
の
運
営
に
携
わ
っ

て
い
る
現
場
同
士
が
知
見
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
Ｎ
Ｐ
О
や
市
民
活
動
、
地
域
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
今
回
の
ご
訪
問
の
主
な
目
的
は
、
当
協
会

の
取
り
組
み
を
Ａ
Ｉ
Ｐ
さ
ん
に
ご
紹
介
す
る
こ
と

で
し
た
が
、
同
じ
非
営
利
で
も
全
く
違
う
活
動

を
さ
れ
て
い
る
他
団
体
の
職
員
と
お
互
い
の
運

営
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い

た
め
、
私
た
ち
自
身
も
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
こ
と
や
教
わ
る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
た
い

へ
ん
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
局　

樋
口
久
子
さ
ん
）

「
ヨ
ソ
ど
う
？
」
で
は
、
Ｎ
Ｐ
О

同
士
が
、
運
営
の
現
場
で
起
こ
る
ア

レ
コ
レ
に
、
ど
う
向
き
合
っ
て
対
応

し
て
い
る
の
か
？
お
互
い
の
苦
労
や

工
夫
の
経
験
を
お
し
ゃ
べ
り
す
る

「
も
ち
よ
り
経
験
共
有
会
」
や
、
他

団
体
の
事
務
所
に
訪
問
し
て
お
話
を

聞
き
、
相
談
す
る
「
お
宅
訪
問
」
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し

た
。ポ

イ
ン
ト
は
、
教
え
る
側
／
教
え

ら
れ
る
側　

に
分
け
な
い
こ
と
。
そ

し
て
、『
こ
う
や
る
の
が
正
し
い
』

と
い
う
一
般
化
し
た
回
答
で
は
な
く

『
自
分
た
ち
は
こ
う
や
っ
た
よ
』
と

い
う
、
具
体
的
な
主
語
と
知
見
で
や

り
と
り
す
る
こ
と
で
す
。

ア
カ
ツ
キ
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に

徹
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
福
岡
市
の

事
業
と
し
て
、
ア
カ
ツ
キ
が
関
わ
ら

な
く
な
っ
た
後
に
も
、
そ
の
知
見
が

残
さ
れ
て
い
く
よ
う
、「
相
談
対
応

の
心
得
」
や
、「
マ
ッ
チ
ン
グ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
と
い
う
形
で
、

資
料
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

共有会の班
分けはパン

！

チェックリ
スト＆心得

アカツキが 2023 年度、福岡市の事業として
行った「ヨソはどうやってるの？～ NPO 法人運
営のアレコレを他団体と語り合ってみる～」、
通称「ヨソどう?」。

NPO 運営の現場で起こるアレコレに対し
て、支援者がアドバイスをするのではなく、
現場の団体同士で、それぞれの苦労や知見を
持ち寄って共有する取り組みであり、2022 年
度に同じく福岡市の委託で行った「先輩 NPO
相談事業」から、更にピアサポート的な意味

合いを強め発展させた事業でした。
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アカツキがご一緒している団体の紹介

アカツキ

の活動

地域貢献活動スタディツアー

福岡県主催、アカツキ企画・運営で「NPO と協働の現場で学ぶ！地域貢献活動スタディツアー」を 2 回
開催しました。１回目は、太宰府・大野城に拠点のある『認定 NPO 法人チャイルドケアセンター』さん（参
加者 16 名）、２回目は、八女市黒木町に拠点のある『認定 NPO 法人山村塾』さん（参加者 15 名）に伺い
ました。参加者から当日の感想を寄せていただきました。 興

味
を
大
事
に

『
Ｎ
Ｐ
О
百
千
鳥
』
で
は
、
こ
れ
ま
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
文
化
に
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
文
化
に
興
味
が
あ
る
、
学
ん
で

み
た
い
。
そ
う
思
っ
て
も

「
ど
こ
に
行
け

ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
「ハ
ー
ド
ル
が
高

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
」。
そ
ん
な
ふ
う
に

思
う
人
が
い
る
一
方
、
職
人
や
伝
統
に

関
わ
る
方
々
は
、
自
分
達
の
文
化
や
技

術
を
広
め
た
く
て
も
、
人
を
集
め
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
ん
な
人
達
を
繋
げ
る
こ
と
が
私
た

ち
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は

年
に
数
回
の
イ
ベ
ン
ト
と
定
期
的
な
部
活

を
開
催
し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活

動
も
活
発
で
す
。

こ
の
４
月
に
和
菓
子
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
絵
を
書
い
て
き

て
、
そ
の
絵
を
も
と
に
和
菓
子
職
人
さ

ん
と
一
緒
に
和
菓
子
を
つ
く
る
企
画
で
、

子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
ア
イ
デ
ア
と
職
人

さ
ん
の
技
術
の
コ
ラ
ボ
ー
レ
ー
シ
ョ
ン
は

大
盛
況
で
し
た
。

ア
カ
ツ
キ
の
皆
さ
ん
に
は

「新
し
く
募

集
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
は
何
を
期
待
す
る

か
」、
「
業
務
の
役
割
分
担
を
ど
う
す
る

か
」
等
の
話
し
合
い
の
進
行
を
手
伝
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
も
と
も
と

対
話
が
活
発
で
し
た
が
、
自
分
達
だ
け

で
は
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
を
言
葉
に
し
て

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
く
て
、
手

伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
新
た
な
視
点
や
切

り
口
で
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
・

外
国
の
方
な
ど
、
日
頃
は
参
加
を
躊
躇
っ

て
し
ま
う
方
々
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
で
き
る
で
き
な

い
で
は
な
く
、
興
味
が
あ
る
か
な
い
か
を

大
切
に
、
「
や
っ
て
み
た
い
な
」
と
い
う

気
持
ち
を
、
日
本
文
化
に
繋
げ
て
行
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
あ
す
も
特
注
旅
行
班
』
は
、
看

護
の
資
格
と
旅
行
業
の
資
格
を
併
せ

持
ち
、
身
体
的
な
介
護
、
医
療
的
な

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
へ
の
旅
行
支

援
や
外
出
支
援
を
主
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
依
頼
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
ま
た
病
院
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

さ
ん
を
通
し
て
お
受
け
す
る
こ
と
が

多
く
、
他
に
自
治
体
か
ら
の
ご
依
頼

で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
啓
発
の
イ
ベ
ン
ト
や

講
演
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
の
本
業
は
看
護
師
で
す
。
旅
行

が
好
き
な
自
分
が

「
楽
し
み
な
が
ら

誰
か
の
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い

か
？
」
と
考
え
、
資
格
や
専
門
性
を

活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、
そ
の
後
、
非
常
勤
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
経
理
事
務
に
も
関
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ア
カ
ツ
キ
さ
ん
に
は
、
そ
の
際
に
、

経
理
事
務
引
き
継
ぎ
の
サ
ポ
ー
ト
で

関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
業
務

事務パート職員

池
い け だ

田 裕
ひろみ

美さん

アカツキが関わらせていただいている団体が、どのような理念を持ち、
日々の活動を行っているかをアカツキ理事がお話を聞きご紹介します。

内
容
だ
け
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ

も
Ｎ
Ｐ
О
と
は
…
…
と
い
う
点
か
ら

詳
し
く
説
明
を
し
て
く
だ
さ
り
、
仕

事
へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。

ご
依
頼
に
は
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ

る
の
で
す
が
、
４
世
代
家
族
の
温
泉

旅
行
で
入
浴
介
助
を
し
た
案
件
で

は
、
終
わ
っ
た
後
に
、
依
頼
主
で
あ

る
お
孫
さ
ん
か
ら
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
戴
し
、
と
て
も
嬉
し
く
、
印
象

深
か
っ
た
で
す
。

本
業
の
仕
事
は
、
施
設
内
と
い
う

固
定
さ
れ
た
場
所
で
の
関
わ
り
方
で

す
が
、
あ
す
も
は
お
客
様
が
求
め
る

場
所
、
理
由
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で

興
味
深
い
で
す
。
あ
す
も
の
活
動
に
携

わ
る
こ
と
が
、
私
の
本
業
で
の
活
力
に

も
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

NPO百千鳥

理事

松
まつしま

島 暢
の ぶ し

志さん

NPO法人あすも特注旅行班2024.02.14
山 村 塾

八女市黒木
町

2024.01.11
チャ
イケア

大
宰 府 大 野

城
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
豊
か
に

山
田
英
行
さ
ん

点
と
点
で
は
な
く
、
面
と
面

（
食
品
提
供
さ
れ
る
企

業
・
個
人
等
と
子
ど
も
食
堂
36
団
体
）
を
つ
な
ぎ
、
フ
ー

ド
ロ
ス
削
減
と
必
要
な
方
々
へ
の
食
品
分
配
を
効
率
よ

く
さ
れ
て
い
る
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
な

に
よ
り
の
収
穫
で
し
た
。

「
子
ど
も
食
堂
」
に
は
貧
困
家
庭
の
子
ら
が
行
く
所
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
私
に
は
あ
り
ま
し
た
が
運
営
ス
タ
ッ
フ

の
話
を
聞
く
う
ち
に
自
分
の
認
識
が
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。親

が
忙
し
く
孤
食
と
な
り
が
ち
な
子
供
ら
と
地
域
の

大
人
た
ち
と
が
交
流
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
豊
か
に
な
る
ん
だ
ぁ
と
気
づ
き
が

あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
に
は
Ｎ
Ｐ

О
だ
け
で
な
く
、
学
校
関

係
者
、
行
政
職
員
、
企
業
、

学
生
と
様
々
な
属
性
の
方

が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
視
点

が
異
な
る
人
達
と
の
対
話
か

ら
学
び
も
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た

応
募
し
た
い
。

町
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る

松
田
芙
美
花
さ
ん

今
回
山
村
塾
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
人
口
減
少

・
高

齢
化
が
進
む
地
域
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
村
塾
が
活
動
し
て
い
る
黒
木
町

を
は
じ
め
、
地
方
圏
に
は
地
域
の
担
い
手
の
減
少
に
よ
り

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
地
域
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
地
域
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
関
係
人
口
を
創
出
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

山
村
塾
は
活
動
を
通
し
て
地
域
の
担
い
手
と
な
る
関
係

人
口
を
創
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
山
村
塾
の

活
動
の
大
き
な
特
徴
は
、
参
加
者
が

「
黒
木
町
で
農
業
体

験
を
す
る
」
の
で
は
な
く

「
黒
木
町
の
一
員
と
し
て
農
業

を
す
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
て
い
る
と
い
う
点

で
す
。
体
験
や
観
光
を
す
る
だ
け
で
は
関
係
人
口
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
山
村
塾
で
の
活
動
は
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま

で
参
加
者
主
体
で
行
う
こ
と
で
、
町
の
一
員
と
し
て
活
動

す
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
山
間
部
集
落
の
出

身
の
た
め
今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で

共
感
し
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
い

つ
か
地
元
に
も
還
元
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

岩橋真一郎 髙栁 希
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私
は
ア
カ
ツ
キ
の
職
員
と
し
て
、

A
K
B
N
フ
ァ
ン
ド
の
助
成

先
団
体
さ
ん
か
ら

「
こ
れ
ま
で
、
こ

ん
な
に
申
請
書
を
書
く
の
が
楽
し
い

助
成
金
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

い
う
声
を
寄
せ
て
頂
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

よ
く
よ
く
伺
う
と
、
「
他
の
助
成

金
は
、
採
択
と
仕
事
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
が
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、

立
ち
止
ま
り
対
話
す
る
取
り
組
み

は
、
仲
間
と
話
し
合
う
機
会
が
つ
く

ら
れ
、
自
分
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や

困
り
ご
と
が
解
消
す
る
か
も
し
れ
な

い
！
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
描
け
た
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

A
K
B
N
フ
ァ
ン
ド
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
理
事
含
む
組
織
の
皆
で
時
間
を

か
け
細
部
ま
で
丁
寧
に
つ
く
っ
て
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
し
、

今
後
も
長
く
続
い
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
今
回
、
新
た
に
寄
付
者

と
い
う
立
場
で
関
わ
っ
て
み
よ
う
！

と
決
め
ま
し
た
。

活
動
は
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

収
益
事
業
で
は
な
い
た
め
活
動
が
拡
大

す
る
ほ
ど
に
運
営
が
行
き
詰
ま
っ
て
い

く
。
ス
タ
ッ
フ
も
気
づ
け
ば
50
人
程
に

増
え
ま
し
た
が
、
活
動
趣
旨
や
事
業
内

容
を
理
解
し
て
も
ら
え
て
い
る
の
か
、

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
や
研
修
も
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
の
中
で
実
施
し
た

の
は
、
こ
の
私
達
運
営
サ
イ
ド
の
悩
み

を
す
べ
て
ス
タ
ッ
フ
に
打
ち
明
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

子
育
て
中
の
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
の
で
、

貸
切
り
で
ゆ
っ
く
り
食
事
と
会
話
が
で

き
る
と
こ
ろ
で
食
事
会
を
初
め
て
開
催

活
動
の
幅
が
広
が
り
当
法
人
に
対
す

る
評
価
が
上
が
っ
て
い
く
中
で
、
会
計

や
法
務
・
労
務
な
ど
の
基
盤
部
分
の
未

熟
さ
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
状
況

で
し
た
。
事
務
局
に
業
務
が
集
中
し
て

い
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
し
た
が
、
そ

れ
は
メ
ン
バ
ー
の
一
人
一
人
が
お
互
い
の

立
場
や
役
割
を
尊
重
・
信
頼
し
て
活
動

し
て
い
た
結
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実

は
事
務
局
的
に
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｎ
フ
ァ
ン
ド
は

す
ご
く
気
に
な
っ
て
い
た
助
成
金
で
し
た

が
、
多
忙
な
毎
日
に
会
計
な
ど
の
事
務

関
係
の
話
し
合
い
の
時
間
を
メ
ン
バ
ー
に

課
す
の
は
気
が
引
け
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
余
計
な
心
配
で
し
た
。
話
し
合
い

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
メ
ン
バ
ー
の
個
性
や

才
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

ず
当
法
人
の
現
状
を
共
有
し
解
決
策
を

考
え
、
勘
定
項
目
の
設
定
か
ら
会
計
ソ

フ
ト
の
活
用
ま
で
皆
で
進
め
て
い
き
ま
し

た
。
会
計
部
門
に
疎
く“
貸
方
”“
借
方
〟

か
ら
本
で
学
ん
だ
者
、
会
計
処
理
の
経

験
が
あ
り
な
が
ら

「
で
し
ゃ
ば
ら
な
い
」

と
思
っ
て
い
た
者
、
も
っ
と
手
伝
い
た

か
っ
た
け
ど
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
か
っ

た
者
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｎ
フ
ァ
ン
ド
を
き
っ
か
け

に
メ
ン
バ
ー
が
少
し
ず
つ
変
わ
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

話し合いを通じて

個性や才能が発揮され

NPO 法人 SFD21JAPAN

し
ま
し
た
。
「
想
い
を
伝
え
る
」
と
い
う

こ
と
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
る
機
会

と
な
り
、
大
学
教
員
の
ス
タ
ッ
フ
が
大

学
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
て
く
れ
１

月
に
は
講
演
会
の
開
催
や
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
増
員
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
も
増
え
れ
ば
、
苦
手
な
人

が
い
た
り
口
調
の
強
い
人
が
い
た
り
と
、

人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。
月
一

回
程
度
、
活
動
後
に
会
議
の
場

（
お
茶

会
の
よ
う
な
）
を
設
け
る
こ
と
で
、
状

況
把
握
や
改
善
に
繋
げ
て
楽
し
く
活
動

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

スタッフに悩みを

すべて打ち明ける

NPO法人スカイラボサポートセンター

会員や寄付者の皆様からのご支援をいただき、運営している「立ち止まり対話するための助成金・
AKBN（アケボノ）ファンド」第 7 期。

A タイプ：「想い」と向き合う には、全国から 13 団体の応募があり、NPO 法人ぷれいおん・とかち（北
海道）、NPO 法人たがやす（鹿児島県）、NPO 法人みんなの（北海道）の 3 団体が採択されました（写
真左から順）。

B タイプ：「数字」と向き合う には、2 団体の応募があり、NPO 法人 BS ケア（福岡県）1 団体が採択
されました（写真右）。

審
査
会
と
い
う
話
し
合
う
場

3
年
間
、
A
K
B
N
フ
ァ
ン
ド
の

審
査
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
感

じ
た
の
は
、
審
査
会
の
場
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
や
価
値
観
を
当
た
り
前

に
尊
重
し
て
お
話
が
で
き
、
ど
の
人

の
意
見
も
聞
く
耳
を
持
ち
合
っ
て
い

る
こ
と
。
助
成
制
度
の
趣
旨
を
忘
れ

ず
に
話
し
合
え
る
場
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
全
員
が
本

当
の
意
見
を
出
し
合
う
の
に
大
切
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
し
、
今
後
も
そ
の

雰
囲
気
が
守
り
続
け
ら
れ
て
い
た
ら

い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
第
４
～
６
期
審
査
委
員　

田
中
）

第７期（2024 年度）採択団体

A
K
B
N
フ
ァ
ン
ド

大
口
寄
付
を
し
た
想
い雪

松
直
子

立
ち
止
ま
り
対
話
す
る
た
め
の
助
成
金

立ち止まることの意味 2023 年度 AKBN ファンド採択団体の報告書より一部抜粋   

Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｎ
フ
ァ
ン
ド
と
は

A
K
B
N
フ
ァ
ン
ド
は
、
事
業
推

進
に
は
一
切
使
え
な
い
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
会
議
に
し
っ
か
り
時
間
を
か

け
る
た
め
の
助
成
金
で
す
。
財
源
に

は
企
業
や
国
か
ら
の
資
金
は
一
切
含

ま
れ
ず
、
個
人
の
会
員
や
寄
付
者
か

ら
の
ご
支
援
に
よ
る
、
自
由
な
用
途

の
資
金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。審

査
委
員
に
は
、
ア
カ
ツ
キ
の
元

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
一
般
企
業
で
働
く

支
援
者
の
ほ
か
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
属
性

か
ら
の
視
点
を
持
つ
方
こ
そ
が

「
有

識
者
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

ひ
と
り
親
や
D
V
被
害
当
事
者
等
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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２
０
２
３
年
４
月
に

『
「
今
、
改
め
て
」

Ｎ
Ｐ
О
法
の
つ
く
り
手
に
よ
る
解
説
・
勉

強
会
』
と
題
し
た
企
画
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
は
、
当
時
Ｎ
Ｐ
О
法
立
法
活
動

の
中
心
で
あ
っ
た

『
シ
ー
ズ
・
市
民
活
動

を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
』
創
設
者
の

松
原
明
さ
ん
で
す
。

講
話
で
は
、
以
下
の
２
つ
が
ポ
イ
ン
ト

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
О
法
は
「
価
値
多
元
論
」
に

基
づ
い
て
い
る

Ｎ
Ｐ
О
法
が
成
立
す
る
前
の
旧
・
公
益
法

人
制
度
は
、
行
政
が
判
断
し
た

「
公
益
=

国
民
の
８
割
以
上
が
被
益
す
る
よ
う
な
活

動
」
を
増
進
す
る
た
め
の
制
度
で
し
た
。
し

か
し
、
70
年
代
頃
か
ら
多
様
な
社
会
問
題

が
発
生
し
て
い
く
中
で
、
「
公
益
」
の
範
疇

に
収
ま
ら
な
い
課
題
を
ど
う
解
決
す
る
か

が
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
Ｎ
Ｐ
О
法

の
根
本
に
あ
る
の
は
、
「
市
民
の
多
様
な
価

値
観
に
基
づ
く
自
由
な
活
動
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
含
む
〝
市
民
の

公
益
″
を
増
進
し
て
ゆ
く
」
と
い
う
思
想

で
す
。

Ｎ
Ｐ
О
の
活
動
内
容
は「
市
民
」が

チ
ェッ
ク
す
る

設
立
の
認
証
に
お
い
て
、
所
轄
庁
は
あ

く
ま
で
申
請
書
類
を
見
て
、
法
律
の
要
件

に
適
合
し
て
い
る
か

（
反
社
会
的
勢
力
で

は
な
い
か
等
）
を
判
断
し
ま
す
。
所
轄
庁

へ
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
事
業

報
告
書
等
に
つ
い
て
も
、
目
的
は
あ
く
ま

で
市
民
へ
の
情
報
公
開
で
あ
る
た
め
、
行

政
が
内
容
を
精
査
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
は
、
「
活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

そ
の
是
非
や
ニ
ー
ズ
を
判
断
し
て
い
く
の
は

市
民
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
が
あ
り
ま
す
。

国
の
法
律
で
あ
り
な
が
ら
行
政
の
管
理
・

監
督
権
限
を
大
幅
に
制
限
す
る
と
い
う
、

や
や
風
変
わ
り
な
Ｎ
Ｐ
О
法
。
立
法
に
至

る
ま
で
の

「闘
い
」
を
知
る
こ
と
で
、
事
業

２
０
１
３
年
か
ら
11
年
間
続
け
て
き
た
、
福
岡

市
の
「共
働
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
※
」
を
、任
期
満
了
（再

任
・
更
新
不
可
）
に
て
、
卒
業
し
ま
し
た
。
行
政

と
Ｎ
Ｐ
О
の
間
に
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
っ
て
い

る
言
葉
の
ズ
レ
に
あ
る
背
景
を
解
説
し
て
調
整
す

る
他
、
行
政
職
員
向
け
・
Ｎ
Ｐ
О
向
け
・
相
互
の
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
進
行
等
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
制
度
は
現
場
に
い
る
行
政
職
員
の
想
い

と
努
力
あ
っ
て
こ
そ
！
当
時
市
職
員
の
井
上
さ
ん

に
は
、
二
人
三
脚
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（永
田
）

　

※
正
式
名
称
は
「共
働
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

／
共
働
テ
ー
ブ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

２
０
２
３
年
７
月
を
最
後

に
、
し
ば
ら
く
お
休
み
し

て
、
企
画
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

ま
す
と
ご
案
内
し
て
い
ま
し

た

「
解
決
し
な
い
～
シ
リ
ー

ズ
」、
２
０
２
４
年
５
月
か

ら
復
活
し
ま
し
た
！

永
田
と
鳥
居
の
コ
ン
ビ
で

進
め
て
参
り
ま
す
。
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
気
を
つ

け
て
い
る
工
夫
、
考
え
て
い

る
こ
と
、
質
問
の
技
術
と
聞

く
姿
勢
な
ど
を
、
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

相
手
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
り
導
こ
う
と
す
る
の
で
は

な
く
、
共
に
合
意
を
探
し
て

い
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
、
皆
さ
ん
の
仕
事
仲
間
や

友
人
、
家
族
と
の
や
り
と
り

に
も
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

あ
る
福
祉
系
Ｎ
Ｐ
О
か
ら
『
心
理
的

安
全
性
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
ス

タ
ッ
フ
向
け
の
内
部
研
修
を
ご
依
頼
頂

く
案
件
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
心
理

的
安
全
性
と
は
何
か
？
と
い
う
一
般
論

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
書
籍
に
も
情
報

が
溢
れ
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
敢
え
て

研
修
に
す
る
必
要
性
が
高
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
通
常
は
そ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
の

生
産
性
向
上
の
〝
手
段
〟
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
留
意
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

実
際
に
ア
カ
ツ
キ
の
理
事
会
で
心
理

的
安
全
性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
際
に

も
、
誰
か
が
準
備
し
て
一
方
的
に
与
え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
が
勇
気

を
持
っ
て
発
言
し
て
み
る
こ
と
、
そ
れ

を
受
け
止
め
る
こ
と
、
相
互
作
用
の
結

果
だ
ろ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
『
心
理
的
安
全
性
』

の
概
論
は
抑
え
つ
つ
、
あ
く
ま
で
も
、

ス
タ
ッ
フ
の
安
全
や
安
心
、
風
通
し
の
良

い
職
場
環
境
が
〝
目
的
〟
と
し
て
実
現

す
る
た
め
に
、
非
営
利
組
織
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
ま
た
福
祉
的
対
人
支
援
の
文

脈
で
、
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
』
の

紹
介
に
置
き
換
え
て
研
修
を
設
計
し
ま

し
た
。

例
え
ば
、
団
体
の
代
表
や
リ
ー
ダ
ー

に
お
話
を
聞
く
時
に
よ
く
出
て

く
る
お
悩
み
は
、
「
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

考
え
た
い
が
、
会
議
で
は
な
か
な
か
意

見
が
出
て
こ
な
い
た
め
、
結
局
自
分
が

出
し
た
ア
イ
デ
ア
で
決
ま
っ
て
し
ま

う
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
す
。

よ
く
よ
く
お
話
を
伺
っ
て
み
る
と
、

メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、
下
記
の
図
の
よ
う

に

「
◯
×
問
題
形
式
」
や

「
記
述
問
題

形
式
」
で
投
げ
か
け
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、

な
か
な
か
代
表
や
リ
ー
ダ
ー
に
対
し

て
、
皆
の
前
で
意
見
を
言
う
こ
と
は
難

し
い
で
す
。

そ
こ
で
、
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
選
択
問
題
形

式
」
、
よ
く
例
え
で
説
明
す
る
の
は

「鳴

か
ぬ
な
ら
～
～
～
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
間

に
入
れ
る
言
葉
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康

の
誰
に
近
い
？
と
い
う
よ
う
な
投
げ
か

け
方
で
す
。

ア
カ
ツ
キ
は
、
現
場
Ｎ
Ｐ
О
に
対
し

て
、
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
立
場

に
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
質
問
を
通

じ
て
、
聞
く
こ
と
の
専
門
家
と
し
て
貢

献
し
ま
す
。
そ
こ
で
磨
い
て
き
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で
ま
た
振
り
返
っ

て
整
理
し
、
還
元
し
て
い
く
こ
と
も
、

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

アカツキ
YouTubeチャンネル

「
今
、
改
め
て
」

Ｎ
Ｐ
О
法
の
つ
く
り
手
に
よ
る
解
説
・
勉
強
会

報
告
書
提
出
等
の
手
続
き
が
持
つ
意
味
・

意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松原明さん（写真中央）
右の永田の手には「NPO 法コンメンタール」

https://aka-tsuki.org/
news/report/9070/

※レポート全文

はこちらから

解
決
〝
し
な
い
〟

シ
リ
ー
ズ
再
開
!!

＜当日資料から抜粋＞

コミュニケーション研修

共働アドバイザー 任期満了

アーカイブは
こちらから

▲
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活動計算書（2023 年 4月 1日～ 2024 年 3月 31 日）
科目 金額 （円） 前年比

経常収益 受取会費 363,000 81%

受取寄付金 1,155,062 73%

受取助成金等 500,000 61%

事業収益 1. コンサル事業収益 7,511,870 119%

2. コミュニティ構築事業収益 5,276,376 193%

3. 調査研究事業収益 0 -

4. 市民活動助成事業収益 166,906 96%

その他収益 受取利息 43 83%

経常収益 計 14,973,257 124%

経常費用 事業費 人件費 6,358,941 95%

諸謝金 975,560 119%

会議費 82,945 134%

支払手数料 28,080 159%

旅費交通費 1,876,560 206%

消耗品費 220,739 68%

印刷製本費 50,083 97%

交際費 178,641 75%

租税公課 1,000 24%

賃借料 48,772 90%

通信運搬費 256,162 108%

研修費 15,700 59%

新聞図書費 35,128 410%

諸会費 12,000 29%

支払助成金 731,780 92%

外注費 761,900 -

委託費 132,022 55%

事業費 計 11,766,013 111%

管理費          管理費 計 1,981,746 126%

経常費用 計 13,747,759 113%

当期経常増減額 1,225,498 -

法人税 / 住民税 / 事業税 333,700 470%

当期正味財産増減額 891,798 631%

前期繰越正味財産額 6,939,804 98%

次期繰越正味財産額 7,831,602 113%

ア
カ
ツ
キ
は
２
０
１
５
年
に
特
例
認
定
を

取
得
。
そ
の
後
２
０
１
８
年
に
認
定
に
な
り
、

今
回
初
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

認
定
期
間
は
５
年
な
の
で
、
２
０
２
３
年

度
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
、
あ
や
う
く
申
請
期

間
を
逃
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
勘
違
い
に

気
づ
い
て
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ホ
ッ
と
し
た
の
も
束
の
間
、
職
員
二
名
体
制

の
時
期
に
は
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
に
手
が
回

ら
ず
、
寄
付
者
数
が
か
な
り
少
な
い
年
も
あ

り
、
ト
ー
タ
ル
の
寄
付
者
数
が
認
定
基
準
を

超
え
て
い
る
か
!?
に
も
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
、
ド
キ
ド
キ

し
っ
ぱ
な
し
の
認
定
更
新
に
な
り
ま
し
た
。

な
ん
と
か
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
寄
付
は

認
定
基
準
の
平
均
１
０
０
人
／
年
を
超
え
て

お
り
、
事
務
手
続
き
や
書
類
に
も
不
備
が
な

く
無
事
認
定
更
新
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
御

礼
と
共
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

資産の部 負債の部

科目 金額 （円） 科目 金額 （円）

流動資産 現金 110,507 流動負債 未払金 550,900

普通預金 5,515,148 預り金 16,280

未収金 3,105,827 未払法人税等 333,700

前渡金 1,000 負債の部 合計 900,880

流動資産 合計 8,732,482 正味財産の部

正味財産 前期繰越正味財産額 6,939,804

当期正味財産増減額 891,798

正味財産の部 合計 7,831,602

資産の部 合計 8,732,482 負債 ・ 正味財産の部 合計 8,732,482

「
正
会
員
の
会
」
は
じ
め
ま
し
た

正
会
員
　
小
渕
亮
兵
さ
ん

正
会
員
の
会
が
発
足
し
た
の
は
、
2
0
2
2

年
の
総
会
案
内
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
た
ま
た

ま
謎
の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
総
会
資
料

を
読
み
込
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
気
に
な
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
、
「
総
会
で
は
話
し

き
れ
ん
…
」
と
思
い
、
そ
れ
を
書
き
出
し
て

事
務
局
に
共
有
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

実
際
の
会
は
、
参
加
者
や
進
め
方
に
よ
っ

て
違
い
は
あ
れ
ど
、
総
会
で
語
り
き
れ
な
か
っ

た
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
き
つ
つ
、
気
軽
に

質
疑
応
答
し
つ
つ
と
い
っ
た
印
象
で
す
。

こ
の
会
の
目
的
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

理
解
や
共
感
が
メ
イ
ン
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
「
気
に
な
る
け
ど
総
会
の
話
題
で
は
な

さ
そ
う
」
と
思
う
よ
う
な
、
と
も
す
る
と
〝
面

倒
〟
な
モ
ヤ
モ
ヤ
に
も
少
し
踏
み
込
ん
で
み

て
、
事
務
局
・
正
会
員
双
方
の
理
解
が
深
め

ら
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

貸借対照表（2024 年 3月 31 日現在）

ふ
だ
ん
ど
ん
な
活
動
し
て
い
る
？

活
動
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
in
総
会

ア
カ
ツ
キ
が
普
段
の
活
動
で
ど
の
よ
う
な

専
門
性
を
活
か
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
か
、
な
か
な
か
オ
ー
プ
ン
に
は
で
き

な
い
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
が
し
づ
ら
い
部
分
で
す
。

そ
こ
で
、
2
0
2
4
年
度
の
総
会
後
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
職
員
が
２
人
1
組
で
、
相
談
者
／

ア
カ
ツ
キ
の
役
割
を
演
じ
る
ペ
ア
に
な
っ
て
、

交
代
で
単
発
相
談
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い

ま
し
た
。

N
P
O
困
り
ご
と
あ
る
あ
る
！
な
相
談

ケ
ー
ス
設
定
を
事
前
に
4
つ
ほ
ど
準
備
し
、

3
分
ほ
ど
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
や
り
と
り
を
見
て

も
ら
っ
た
後
に
は
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
、
解
説
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
人
と
人
の
相
互
作
用

で
あ
り
、
「
こ
う
す
れ
ば
→
こ
う
な
る
」
と
い

う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の

進
む
プ
ロ
セ
ス
や
向
き
合
う
姿
勢
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
（
永
田
）

無
事
、
認
定
更
新
！

オンライン

事業収益

事業収益が 1 千万円を超え
たため、2 年後は消費税の
課税事業者となります。今
後、消費税課税事業者にな
らない財政規模の範囲で収
めていくかどうか、理事会で
の判断が必要です。

コミュニティ構築事業

休眠預金の実行団体と企業
のマッチング会コーディネー
トや、福岡県のスタディツ
アーの企画実施など、想定
していなかった依頼の受託
事業によって、単年度の収
益が増えています。

旅費交通費

毎月 1 回、職員全員で対面
での共有会を行うようにした
ことで、福岡県外在住の職
員の移動とその費用が、ま
た県外からのご依頼による
出張の件数と支出が増えて
います。

新聞図書費

職員のトレーニングや学び
に力を入れる方針に即し、
それぞれが学びたいテーマ
から書籍を複数選んで購入
しました。

法人税

認定 NPO のメリットの 1 つ、
「みなし寄付」を２００万円分
利用してもなお、黒字が大き
く、法人税額が過去最大と
なりました。

対面
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た
り
、
実
際
に
お
団
子
を
買
っ
て
食
べ

た
り
し
ま
し
た

（笑
）。

3
千
円
っ
て
、
決
し
て
安
い
額
で
は

な
い
け
ど
、
信
頼
で
き
る
人
が
や
っ
て
い

る
こ
と
に
加
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
る
、
手
間
が
か
か
っ
て
い

る
裏
側
が
チ
ラ
チ
ラ
見
え
て
い
る
と
こ
ろ

が
良
い
で
す
ね
。
単
に
お
金
の
や
り
と

り
で
は
な
く
、
プ
ロ
セ
ス
が
楽
し
め
る
、

寄
付
を
し
な
が
ら
良
い
体
験
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
感
じ
。

他
の
人
の
お
み
く
じ
結
果
を
見
て
み

た
い
と
か
、
誰
か
と
体
験
を
共
有
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
毎
年
度
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
ん
で
い
る
妹
の
分
も

合
わ
せ
て
引
い
て
渡
し
て
い
ま
す
。
結

構
、
当
た
っ
て
い
る
よ
う
で
す
よ
！

神
社
に
あ
る
一
般
的
な
お
み
く
じ
っ

て
、
こ
こ
何
年
も
引
く
気
に
な
ら
な
い

ん
で
す
け
ど
、
ど
う
し
て
A
K
B
N

（
ア

ケ
ボ
ノ
）
み
く
じ
は
引
き
た
く
な
る
の

か
、
考
え
て
み
ま
し
た
。

普
通
は

「
大
吉
」
と
か

「
凶
」
と
か
、

主
に
運
の
良
し
悪
し
を
伝
え
る
も
の
で

す
が
、
こ
れ
は
言
葉
や
物
事
、
新
し
い

世
界
に
出
会
え
る
、
自
分
の
扉
を
開
く

き
っ
か
け
に
な
る
。
そ
ん
な
一
期
一
会

を
楽
し
み
な
が
ら
、
寄
付
に
も
な
る
な

ら
一
石
二
鳥
っ
て
感
じ
で
、
楽
し
み
に

し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
2
0
2
4
年

度
の
私
は

『
丸
吉
』
、
知
ら
な
か
っ
た
う

ん
ち
く
を
読
ん
で

「
へ
ぇ
～
」
っ
て
な
っ

アカツキの仲間になってくださってありがとうございます（会員一覧）

2024 年 4 ～ 5 月に実施した 「おみくじ」

型寄付キャンペーンです。 81 人の方にひい

ていただき、 322,081 円の資金を AKBN

ファンドの原資としてお預かりしました。

また今期から3,001円/5,001円/10,001円

【 正会員 】
宇都 龍志 さん　小島 理絵 さん　小渕 亮兵 さん　鈴木 大空 さん　多原 真美 さん　野崎 大雅 さん　富永 沙和 さん　古橋 範朗 さん　大島 隆 さん　
稲月 ひかり さん　大庭 勇 さん　原口 尚子 さん　梅崎 友貴 さん　加藤 健太 さん　大倉 慶子 さん　大野 玲奈 さん　森田 義也 さん　日隈 諒 さん　
吉田 敦 さん

【 サポーター会員  】
田邊 絵美 様　坂崎 あゆみ 様　増永 弘子 様　相浦 圭太 様　清水 隆哉 様　河合 将生 様　鹿野 翔 様　白神 加奈子 様　谷口 竜平 様　
池本 真一 様　立花 祐平 様　福留 裕一 様　グロス梯 愛依子 様　友永 みなみ 様　工藤 弥生 様　上村 一隆 様　仲西 浩一 様　加留部 貴行 様　
兵圡 美和子 様　末本 晴香 様　中牟田 政也 様　岩永 真一 様　牧園 祐也 様　谷口 真菜実 様　安西 隆之介 様　吉良 幸生 様　吉崎 謙作 様　
濱田 千夏 様　栗原 裕子 様　渡真利 紘一 様　冨士本 和博 様　佐藤 智重 様　多田 育美 様　野田 匠利 様　Huang powei 様　本田 江里加 様　
尾中 美穂 様　池田 純一 様　くまくまごー 様　都留 健司 様　佐々木 綾菜 様　野北 崇博 様

【 つきつきサポーター 】
野崎 大雅 様　フィッシュ 明子 様　大野 玲奈 様　金子 雄一郎 様　津賀 高幸 様　小森 耕太 様　沖野 貴美 様　藤本 正明 様　高橋 あづさ 様　
陶山 惠子 様　小島 理絵 様　牛嶋 麻里子 様　寺床 幸雄 様　桜井 光 様　渡司 陵太 様　喜田 亮子 様　湯浅 美和 様　中川 啓子 様　
影山 知明 様　北村 政記 様　山中 祥子 様　黒田 美穂 様　渡辺 達彦 様　楢原 真二 様　松原 明 様　大島 一晃 様　北澤 美幸 様　山諸 秀樹 様　
藤見 里紗 様　松添 卓夫 様　山本 絵美 様　金本 秀韓 様　岡田 純 様　特定非営利活動法人あすも特注旅行班 様　　

（2024 年 6 月末現在 氏名公開可の方のみ ）

AKBN （アケボノ） 新年度みくじ 2024

代表理事・雪松が支援者の声を聞きに行く！！寄付キャンペーン

　　AKBN みくじ

もっきんバー主宰
大野のどかさん

新
し
い
世
界
に
出
会
え
る

自
分
の
扉
を
開
く
き
っ
か
け
に

2
0
2
４
年
度
で
４
回
目
を
迎
え
た
寄
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
A
K
B
N
︵
ア
ケ
ボ
ノ
︶
新
年
度
み
く
じ
」
︒
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

お
み
く
じ
に
つ
い
て
参
加
し
た
想
い
や
感
想
を
お
伺
い
し
ま
し
た
︒

お
話
し
く
だ
さ
っ
た
の
は
︑
東
京
・
西
八
王
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ー

「
も
っ
き
ん
バ
ー
」
を
主
宰
さ
れ
て
い
る
大
野
さ
ん
で
す
︒

「
生
き
る
」

公
務
員
の
や
さ
ぐ
れ
た
お
じ
さ
ん
が
、

病
気
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
若

い
職
員
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
変
わ
っ

て
い
く
お
話
で
、
す
ご
く
昔
の
映
画
で
す

が
、
全
く
色
褪
せ
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
受
け
流
し
て
い
た
こ
と

に
、
し
ゃ
か
り
き
に
対
応
し
て
い
く
彼
の

姿
か
ら
、
「
人
生
や
る
か
、
や
ら
な
い
か
」

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
る
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
人
の
為
に
な
る
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
や
っ
た
こ
と

は
次
の
時
代
に
残
せ
て
も
、
自
分
の
目
で

は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
の
も
世
の
中
の

常
な
の
か
。
「
自
分
の
で
き
る
」
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
と
こ
の
映
画
か
ら
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

︵
ピ
ー
チ
テ
ィ
ー
ソ
ー
ダ
︶

「
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
２
」

ペ
ル
ー
の
森
か
ら
英
国
に
や
っ
て
来
た

ク
マ
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
話
。
ク
マ
が
人
間

の
世
界
に
や
っ
て
き
て
最
初
に
「
紳
士
の

国
」で
あ
る
こ
と
を
覚
え
ま
す
。
な
の
で
、

誰
に
対
し
て
も
す
ご
く
紳
士
で
あ
ろ
う
と

が
ん
ば
る
。
そ
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
パ
デ
ィ
ン

ト
ン
の
ま
ま
で
人
間
の
世
界
に
適
応
し
て

い
く
。
そ
の
姿
に
惹
か
れ
ま
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
マ
ー
マ

レ
ー
ド
を
作
る
時
の
シ
ー
ン
。
こ
れ
は

め
っ
ち
ゃ
覚
え
て
い
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
頑

張
る
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
ド
ジ
。
け
っ
こ
う

す
ご
い
失
敗
を
す
る
。

そ
ん
な
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
み
ん
な
は
、

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
ん
で
す
。
ク
マ
の

ま
ま
。
そ
こ
が
好
き
で
し
た
。

パ
テ
ィ
ン
ト
ン
展
に
も
行
き
ま
し
た
！

︵
あ
お
︶

「
シ
ン
デ
レ
ラ
・ス
ト
ー
リ
ー
」

高
校
生
の
時
に
、
空
い
た
時
間
に
寄
っ

た
市
の
施
設
で
、
面
白
そ
う
と
思
っ
て
手

に
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
で
し
た
。

当
時
、
書
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
自

分
と
同
年
代
で
同
じ
よ
う
な
趣
味
の
主

人
公
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
不
遇
な

環
境
に
あ
り
な
が
ら
ひ
た
む
き
に
頑
張

る
女
の
子
を
周
り
の
い
ろ
ん
な
人
が
助

け
て
く
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
、
自
分
も
頑

張
ら
な
き
ゃ
な
と
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も
ど
か
し

さ
も
自
分
ご
と
に
感
じ
て
、
人
の
助
け

あ
っ
て
の
自
分
だ
な
っ
て
気
づ
い
た
映
画

で
も
あ
り
ま
す
。

︵
ふ
ぉ
れ
す
と
︶

「
隣と
な

る
人
」

児
童
養
護
施
設
で
の
暮
ら
し
を
映
し

て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
が
全
身
で
愛
を
求
め
る

姿
な
ど
、
心
が
ち
ぎ
れ
そ
う
な
気
持
ち

に
な
る
場
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

血
が
繋
が
っ
て
い
て
も
い
な
く
て
も
、

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
沢
山
の
愛
情

を
感
じ
な
が
ら
育
つ
こ
と
の
で
き
る
環

境
を
つ
く
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

『
隣
る
人
』
を
観
て
11
年
が
経
ち
ま
し

た
が
、
仕
事
や
活
動
で
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
る
中
で
、
「
私
は
こ
の
子
の
隣
る
人

に
な
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
自
問
自

答
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も

が
私
の
「隣
る
人
」で
あ
り
愛
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
け
た
の
は
、
こ
の

映
画
と
出
逢
え
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

︵
ぐ
み
︶

「
バ
ベ
ッ
ト
の
晩
餐
会
」

去
年
リ
マ
ス
タ
ー
版
の
上
映
が
あ
り
、

30
年
ぶ
り
に
こ
の
映
画
を
見
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
よ
か
っ
た
！

亡
命
し
た
先
で
、
家
政
婦
と
し
て
な

ん
と
か
働
き
口
を
得
た
女
性
が
主
人

公
。
あ
る
と
き
、
彼
女
が
晩
餐
会
を
開

き
ま
す
。
故
郷
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
彼
女
に
宝
く
じ
が
当
っ
た
の
で
、
招
待

さ
れ
た
人
々
は
お
別
れ
の
晩
餐
会
だ
と

思
い
ま
す
。
食
べ
た
こ
と
の
な
い
、
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
振
る
舞
わ
れ
、

い
が
み
合
っ
て
い
た
人
々
の
心
が
豊
か
に

な
っ
て
い
き
…
…
。
人
々
の
変
わ
っ
て
い

く
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

最
後
に
、
彼
女
の
正
体
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
の
で
す
が
、
主
人
公
の
お
金
の
使

い
方
や
料
理
の
手
際
、
潔
さ
が
と
に
か
く

か
っ
こ
い
い
ん
で
す
!!

︵
ぷ
り
し
ょ
︶

私の
おススメ
映画

アカツキ設立 11 周年を迎えた 2023 年の周年イベン

トは、アカツキ初の【映画上映会＆おしゃべり会】。ひ

さびさに対面で、同じ場所で、同じものを観て、その感

想を共有するというプロセスを通して、アカツキに関

わってくださる皆さんが日頃考えていること、感じてい

ることを知る機会になりました。そこで、今回のお便り

コーナーは代表理事・雪松が出かけていき、おすすめの

映画を伺いました。あなたのおすすめは何ですか？

の３つから選べるようになりました。 10,001 円

の方には、 おみくじ同様に何かの役に立った

り、 価値を生むものではないけど、 たまに見

返して楽しんでいただけるささやかな品をお

送りしました。
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